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ＳＤＧｓの達成に向けた重点的な取組みが従業員に共有されており、かつ達成するための仕組みが組織内に構築されている（ＰＤＣＡサイクル等）。

＜具体的な内容を記載＞

ＳＤＧｓの達成に向けた重点的な取組みをホームページ等で対外的に公表している。
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ＳＤＧｓの達成に向けた重点的な取組み宣言書

ＳＤＧｓの達成に向けた重点的な取組み 実績 指標・目標

令和8年5月14日

RunLand株式会社

RunLand株式会社では、オンライン会議やリモート打ち合わせを
積極的に活用し、移動に伴うCO2排出削減に取り組んでいます。
また、社内資料や請求書等の電子化を進め、ペーパーレス化に
よる紙資源削減を推進しています。あわせて、業務機器の省電
力設定や不要時の電源OFFを徹底し、電力使用量削減にも努めて
います。
さらに、Web制作や動画活用を通じて地域企業のDX化・業務効率
化を支援し、環境負荷低減に貢献しています。イベント運営に
おいても、備品の再利用やごみ削減を意識した運営を行ってい
ます。

高校生向けのライフデザインセミナーや、求職者
向けのキャリアコンサルティング事業を通じて、
将来設計や就業支援に取り組んでいます。
また、地域企業と連携した採用支援や就労支援を
行い、地域人材の活躍機会創出にも貢献していま
す。個々の状況に応じた相談支援を行い、働きが
いやキャリア形成につながる支援を継続していま
す。

生成AIやクラウドサービス等のデジタル技術を積極的に活用し
、業務効率化や生産性向上に取り組んでいます。GPTやClaudeな
どのAIツールを活用した企画・文章作成・情報整理支援のほか
、クラウド環境やVPSを活用した柔軟な業務体制構築を行ってい
ます。
また、Web制作・動画制作・採用支援事業においても、最新のデ
ジタル技術を活用し、地域企業のDX推進や情報発信力向上支援
に取り組んでいます。さらに、業務改善や新しい技術活用に継
続的に取り組み、地域企業へのデジタル活用支援にもつなげて
います。

⑧働きがいも経済成長も
,⑫つくる責任 つかう責
任,⑬気候変動に具体的
な対策を

オンライン会議やクラウドツール活用を
進め、紙資料印刷や移動機会の削減を推
進しています。
また、オンライン活用により、対面打ち
合わせ回数を前年より約30％削減しまし
た。
さらに、自治体や地域事業者と連携した
イベント運営・情報発信支援を通じて、
地域活性化にも継続的に取り組んでいま
す。

①オンライン会議実施率
②紙資料印刷削減率
③クラウドツール活用率

①令和10年度までに、令和8年度比で20％増加させ、
対面移動機会の削減に継続して取り組みます。
②令和10年度までに、令和8年度比で20％削減し、ペ
ーパーレス化を推進します。
③令和10年度までに、令和8年度比で30％向上させ、
社内業務のデジタル化・業務効率化に取り組みます
。

④質の高い教育をみんな
に

⑨産業と技術革新の基盤
をつくろう

行政と連携した高校生向けライフデザインセ
ミナーを6回（令和7年度）実施し、将来設計
やキャリア形成支援に取り組んでいます。
また、求職者向けキャリアコンサルティング
事業において、年間約80名の個別相談・面談
支援を実施し、一人ひとりに応じた就業支援
やキャリア形成支援を行っています。
さらに、地域企業と連携した採用支援や就労
支援を通じて、地域人材の活躍機会創出にも
継続的に取り組んでいます。

令和6年度より、GPTやClaude等の生成A
Iツールやクラウドサービスを活用し、
文章作成・企画立案・要件定義・提案書
作成等の業務効率化に取り組んでいます
。
また、VPSやクラウド環境を活用した柔
軟な業務体制構築を進め、プロジェクト
管理や制作業務の効率化を推進していま
す。これらのデジタルツール活用により
、制作物作成や提案業務等の作業時間を
従来比で約50％削減しました。

①ライフデザインセミナー実施回数
②就業支援・採用支援実施件数

①AIツール活用件数
②契約書電子化率
③提案書・制作物作成効率化率

①令和10年度までに、令和8年度比で20％増加
させ、地域の若年層に向けたキャリア形成支援
を継続して行います。
②令和10年度までに、令和8年度比で20％増加
を目標とし、地域人材の就業機会創出や地域企
業の採用支援強化に取り組みます。

①令和10年度までに、令和8年度比で30％増加させ、
業務効率化や品質向上を継続して推進します。
②令和8年度比で20％増加させ、紙資料削減や業務デ
ジタル化に取り組みます。
③提案書・制作物作成効率化率についても向上を図り
、AIツールやクラウドサービスを活用した生産性向上
を実施します。

・オンラインツールやクラウドサービスを活用し、社内で進捗状況や課題共有を行っています。
・定期的な打ち合わせや業務確認を通じて、取組状況の確認や改善策の検討を実施し、PDCAサイクルによる継続的な改善に努めています
。

https://runland.co.jp/company/#sdgs


